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平成２４年度第８回庁議 会議録 

 

[日 時]  平成２４年１１月７日（水） １０時～１０時２５分  

 

[場 所] 本庁応接会議室  

 

[出席者] 市長、教育長及び各部局長   

 

[会次第] 

１ 市長あいさつ 

 

２ 議題 

（１）新市建設計画の進捗状況について                （関係部局） 

 

３ 連絡事項 

（１）にいはま環境広場について             （環境部） 

 （２）定員管理について                 （総務部） 

 （３）市長選挙について                 （選挙管理委員会） 

 

１ 市長あいさつ 

おはようございます。 

先日の決算特別委員会については、大変お疲れ様でした。各議員からさまざまな質疑・要望等が

ありましたが、各部局できちんと整理し、今後の対応をお願いします。 

また、平成２５年度予算編成方針に基づき、各部局で知恵を出し、創意工夫を重ねて計画的な予

算編成作業に取り組まれていると思いますが、前回の庁議でも申し上げたように、部局枠配分と限

られた財源の枠もございますが、できるだけ意欲的に、新しい事業にも取組みながら、最終的には、

いろいろ議論をして、絞っていくとことで実施をしていただきたいと思っています。 

 

２ 議 事   

新市建設計画の進捗状況について  

○交通・通信の利便確保（バス路線の確保） 

○別子山飲料水供給施設整備事業 

○筏津山荘改築事業 

○別子山地区市道整備事業（大野線）・（陰地線） 

○角野船木線改良事業・上部東西線改良事業（街路） 

○消防・救急体制整備事業 



2 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議事に入る。 

「新市建設計画の進捗状況について」です。 

新市建設計画については、平成２０年度から後期計画がスタートし、平成２

５年度までの計画に基づき、推進しております。 

本日は、現在の進捗状況等を説明していただきたいと思いますが、全ての事

業となりますと時間がかかりますことから、今、パソコン画面に出ている６事

業に絞って、説明をお願いします。 

それでは、経済部・建設部・消防本部の順番に説明をお願いします。 

 

経済部から３件報告いたします。 

まず、交通・通信の利便確保のうちバス路線の確保について説明いたします。

四国中央方面につきましては、１日３往復６便で運航し、平成２３年度実績

では、１日当たり１２．８２人の輸送を行っております。この路線は、平成２

２年の路線バス廃止による激変緩和措置となっていることから、平成２５年度

末までの時限措置となっております。 

また、新居浜方面につきましては、１日２往復４便で運航しており、同じく

１日当たり７．５２人の輸送を行っております。この路線は、別子山と市街地

を結ぶ唯一の交通手段であり、引き続きＰＲに努め、運行確保を図ってまいり

ます。 

 なお、域内での運航も継続いたしてまいります。 

次に、別子山飲料水供給施設整備事業についてでございますが、現在、平成

２３年度繰越事業となります、成給水区、小美野・肉渕給水区、瓜生野給水区

の３給水区の工事及び平成２４年度以降の工事区域となります筏津給水区、床

鍋給水区、保土野給水区、弟地給水区の実施設計をいたしております。これら

は、遅延及び変更が生じておりますが、来年４月の供用開始に向け、全力を挙

げて取り組んでまいります。 

また、平成２４年度事業としては、筏津給水区、床鍋給水区の2給水区の工

事着手を予定しておりますが、現在のところ、床鍋給水区につきましては、浄

水場予定地となっておりました地権者との交渉がまとまらず、今後の予定が立

たない状況にありますが、当初計画に基づきまして、平成２５年度末の７給水

区及び個別処理の完成を目標に、効果効率的な事業に取り組んでまいりたいと

考えております。 

次に、筏津山荘改築事業についてでございますが、別子観光センターについ

ては、㈲悠楽技の不法投棄問題等により、本年４月から休館、さらに施設全体

を今年度中に取り壊すこととし、６月議会での補正予算措置を経て、１０月３

１日に入札を実施し、業者が決定したところでございます。今後はできるだけ

早期に取壊しに取りかかり、天候等にもよりますが、２月末までには取り壊し
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を完了する予定です。 

また、改築事業については、オール別子山という考えを基本として、どのよ

うな施設とするのか、地元住民と協議を進め、来年度の実施設計に向けて取り

組んで参りたいと考えております。 

 

建設部から２件報告いたします。 

まず、別子山地区市道整備事業のうち、大野線についてでございます。 

全体の計画延長としましては６５９ｍ、有効幅員４ｍ幅で別子山村時代から

の継続事業として拡幅工事を行っており、平成２３年度までに５２４ｍの改良

が完成しています。現在は、平成２７年度まで過疎地域自立促進計画に基づい

て事業を進めています。 

 しかしながら、今までは順調に工事が行えていましたが、用地協力が得られ

ない箇所が発生し、今後の事業の進め方などを別子山支所と協議を行う必要が

生じています。 

次に、蔭地線でございますが、全体計画延長１７８ｍ、有効幅員４ｍ幅で別

子山村時代からの継続事業として拡幅工事を行っております。平成２３年度ま

でに１４０ｍの改良が完成しておりまして、現在は、平成２７年度まで過疎地

域自立促進計画に基づいて事業を進めています。 

 先程の大野線と同じように、一部用地協力が得られない箇所が発生してきて

おります。これについても、別子山支所と協議を行う必要が生じています。 

 次に、上部東西線改良事業でございますが、未整備区間２，８８７ｍ区間の

うち、市道中須賀上原線から市道萩生出口本線までの９０８ｍ間を、平成２２

年３月に都市計画事業認可を取得し、平成２９年度の完成を目指して現在事業

を進めています。このうち市道中須賀上原線から横山高尾線までの３８７ｍ間

については、昨年度に用地買収が全て完了し、今年度末供用に向け、改良工事

を実施しています。残りの５２１ｍ間については来年度から用地買収に着手す

る予定です。 

なお、未事業化区間１，９７９ｍについては、１０カ年実施計画において、

平成２９年度から地方道事業で実施を予定しております。継続した事業着手を

行っていきたいと考えていますが、今後、他の事業との調整が必要であると考

えております。 

 次に、角野船木線改良工事でございますが、全体計画延長１，７００ｍのう

ち第１工区の角野新田地区が平成２１年度に供用を開始し、現在は、平成１９

年度から着手している第３工区の高祖地区（新居浜インター側）６８０ｍ間の

事業を進めています。 

昨年度から用地買収が完了した区間から工事を着手しており、今年度は残り

の用地買収を完了させて、年度末の供用に向け本格的な改良工事を実施してい
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ますが、用地買収移転や占用者による地下埋設工事の遅れにより改良工事の進

捗に遅れを生じておりますが、できるだけ完成したいと考えております。 

なお、両区間に挟まれた第２工区につきましては、今年度、分筆測量と物件

調査を行う予定で、来年度から用地買収に着手し、平成２９年度の完成を目指

しております。 

 

消防・救急体制整備事業の進捗状況について、ご説明いたします。 

 別子山分団詰所の整備につきましては、現在、別子山地区では詰所が４カ所

に分散されていることから、組織の再編及び施設の充実強化を図るため、瀬場、

肉淵及び成の詰所を統合し、平成２５年度の新築完成に向け、地元分団の意向

や住民説明を経て、保土野の旧別子山小学校舎跡地に建設予定で、今年度（現

在）、実施設計中でございます。 

また、弟地詰所につきましては、消防団員として支所で勤務する職員が、迅

速に対応することが可能であることから、将来的には支所の新築移転等の状況

により、新詰所への統廃合も含めて、分団並びに住民説明を行いましたが、当

分の間は現状で存続することで了解済みでございます。 

なお、新市建設計画の内、消防・救急体制整備事業につきましては、平成２

５年度で完了予定でございます。 

 

何かご質問、ご意見はございませんか。 

合併特例債関係の延長は決まったか。 

 

延長になりました。ただ、延長にはなりましたが、そのためには新市建設計

画の変更が必要です。新居浜市は、平成２５年度までに１１５億（限度額）は

執行できる予定です。 

 

新市建設計画の変更の必要はないということか。 

 

計画変更の必要はないと思います。 

 

地域審議会も２５年度で合併特例法に基づくものは終了となるが、２６年度

以降も地域審議会に代わるような組織が必要で、現在の地域審議会は、人数が

少ないと思うので、増やす方向で考えていただけたらと思います。 

また、１０年の区切りということで、来年度合併式典、記念イベント等を検

討していると思いますが、本当の意味で一体となった新居浜市ということで、

１０年経過後も取り組んでください。先程説明のあった事業も含め、今後も新

市建設計画に基づく進行管理をお願いします。 
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３ 連絡事項 

（１） 「にいはま環境広場」について 

（２）定員管理について                    

（３）市長選挙について   

市  長 

 

 

環境部長 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

選挙管理委

員会 

 

 

 

 

市  長 

連絡事項に移ります。 

「にいはま環境広場について」環境部から説明をお願いする。 

 

 お手元にチラシを配布しておりますが、１１月１８日（日）午前１０時から

午後３時までの間、市民文化センター及び中央公園周辺にて、新居浜市制７５

周年記念事業として、参加型の環境イベント「にいはま環境広場」を開催いた

します。高校生、環境団体、企業の環境活動紹介、エコカーの展示、エコクッ

キング教室、電子紙芝居、環境関連の物販等を予定しております。 

是非、職員の皆さんの御参加をお願いいたします。 

 

 他に連絡事項はありませんか。 

 

総務部から１件連絡事項です。 

１０月２４日の庶務担当会でお願いいたしました定員管理の中で、退職して

からの公的年金受給年齢の引き上げがあるということで、再任用職員が増える

ということが見込まれております。 

再任用の職員としての知識経験、そういったものが期待できる業務で、正規

職員が行っている業務、臨時職員が行っている業務で、置き換えができる業務

について、定員管理の中で、ご報告をお願いします。 

そういう方が増えている中で、業務が少なく、行先がなくなる懸念がありま

すので、部局の中で十分協議をしていただいて、そういう業務に置き換えがで

きるものについて連絡をいただけたらと思います。 

 

他に連絡事項はありませんか。 

 

選挙管理委員会ですが、御存じのように、新居浜市長選挙は無投票となりま

して、この後の予定として、１１月１１日（日）１０時から選挙管理委員会を

開催し、当選人として、石川勝行氏を市長として確定することになっておりま

す。その後、１１時から当選証書の付与ということで、事務所の方へまいりま

して、お渡ししたいと思っております。 

 

他になければ、以上で第８回庁議を終わります。 

 


